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生 徒 像 特 徴

昼間の高校

通信制の課程

多様な背景を有する生徒
‣不登校経験者
‣朝からの登校が困難な生徒
‣集団⾏動に苦⼿意識のある⽣徒
‣全日制高校の中途退学者 等

(働きながら学ぶ勤労⻘少年の数は減少

‣⽣徒が⾃宅等で個別に⾃学⾃習することを基本
に、添削指導・面接指導（スクーリング）・試験の
方法により教育を実施
‣学校・コースの特色を踏まえ、生徒がスクーリングの
頻度や時間帯、期間等を柔軟に選択できる
‣スクーリング時のクラスの人数は、選択クラスにより
さまざま（少人数クラスから40人超のクラスまで）
‣授業ごとに異なるクラスでスクーリングを受講

夜間定時制の
課程

‣学ぶ時間帯が夜間
‣毎日登校することが前提
‣HRクラスや部活動等、同じコミュニティでの活動
‣志願倍率低下による学校の⼩規模化が進んでい
るが、少人数であることを肯定的にとらえ入学する
生徒が増加

第2回専門部会で審議

I．通信制の課程と夜間定時制の課程の特徴

通信制の課程や夜間定時制の課程は、生徒の多様なニーズを受け止める高校として機能している。
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Ⅱ.通信制の課程のあり方
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■⼊学者選抜において、昼間部は令和２年度から令和４年度にかけて全志願者を受⼊れたが、
令和５年度では、募集⼈員を⼤きく上回る志願があった。
■編・転入学による受入れにおいて、昼間部は募集人員を大きく上回る志願がある。
■日・夜間部は、志願割れが続いている。

◇編・転入学による受入れ

１．通信制の課程の状況

◇入学者選抜

H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5
昼間（募集） 150 150 150 150 150 150 150 210

日夜間（募集） 150 150 150 150 150 150 140 130

昼間（志願） 253 287 288 264 254 221 253 314

日夜間（志願） 114 99 91 87 69 68 69 50

0
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H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5
昼間（募集） 230 230 230 230 240 240 270 270

日夜間（募集） 120 120 120 120 110 110 60 50

昼間（志願） 240 237 268 248 215 220 261 354

日夜間（志願） 57 48 54 36 30 15 29 34

0
50
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400

⼤阪府⽴桃⾕⾼等学校通信制の課程（普通科・単位制） 昼間部、日・夜間部

3



１．通信制の課程の状況

府⽴通信制（府⽴桃⾕⾼校） 私⽴通信制

‣昼間部と日・夜間部とを設置し、生徒が自分に合った
時間帯で学ぶ
・ 昼間部︓⽉・⽔・⾦の午後
・ ⽇・夜間部︓⽇（終⽇）及び⽉・⾦の夜間

‣⼊学機会（編転⼊学を含む）や単位認定が年１回

‣府⽴の夜間定時制の課程との定通併修を実施

‣柔軟なコース設定により、生徒が自分に合った学びを
選択可能
（例）
通学コース︓
毎⽇登校、２〜３時間の授業

週２〜４コース︓
週２〜４⽇登校、２〜４時間の授業

オンライン学習コース︓
普段はオンライン授業、夏期・冬期に集中授業

‣入学機会（編転入学を含む）や単位認定が学期ご
となど柔軟

‣スクールバスの運⾏により、遠⽅からの通学が可能

‣通信教育連携協⼒施設（サテライト施設）等の活⽤
により、通信制高校（実施校）以外の場所での学び
が可能
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２．国の動き（再掲）
高等学校教育の在り方ワーキンググループ中間まとめ (令和５年8月31日)
u 少子化が加速する地域における高等学校教育の在り方
u 全日制・定時制・通信制の望ましい在り方
u 社会に開かれた教育課程の実現、探究・⽂理横断・実践的な学びの推進

「全日制・定時制・通信制の望ましい在り方（具体的方策）」（抜粋）

全⽇制・定時制課程における不登校⽣徒の学習機会の確保

遠隔授業・通信教育の活用
不登校⽣徒の学習機会の確保に向けて、合計36単位の範囲内において
・同時双⽅向型の遠隔授業の受講を可能とする制度改正
・オンデマンド型の学習を可能とする通信教育について、学びの多様化学校の
指定を受けずとも活⽤可能とする制度改正

柔軟な履修・修得を認める運⽤ 授業時数2/3以上の出席など出席要件を満たせなかった場合でも、柔軟に履
修・修得を認める運用となるよう周知・促進

学びの多様化学校の設置促進 学びの多様化学校の設置促進、申請の簡略化
校内教育支援センターの設置促進等 学校内で安心して学ぶことのできる校内教育支援センターの設置促進等
欠席日数や内申点にかかわらず、安心して
高等学校に進学することができる環境整備 ⾃宅等での学習成果の成績への反映を促す制度改正

公⽴の通信制⾼等学校等の機能強化、学校間連携等の促進

公⽴の通信制⾼等学校等の
機能強化、学校間連携等の促進

・遠隔教育や通信教育を活用した積極的な学校間連携等の
ネットワークを構築し、安定して登校することが難しい生徒の学び
の保障や、生徒の多様な学習ニーズに幅広く対応
・学期ごとの単位認定や単位制への移⾏を検討
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講演
「これからの通信制高等学校の在り方について」

２．国の動き
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３．今後の方向性

Ø 通信制の高校で修得した単位を原籍校での修得単位として認定する、学校間
連携等の促進

Ø 府⽴⾼校における通信教育のセンター的機能についての検討

・半期での単位認定についての検討

・スクーリングの曜日や時間帯を限定せず、授業を柔軟に受講できる体制の検討

・年度途中での柔軟な受け⼊れ機会の確保
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Ⅲ.夜間定時制の課程のあり方
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H28 H29 H30 H31 R02 R03 R04 R05
募集⼈員 1,650 1,530 1,450 1,370 1,250 1,210 1,040 960

志願者数 731 655 600 541 474 357 362 413
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１．夜間定時制の課程の状況
普通科７校、総合学科10校、⼯業科等２校
●普通科︓桜塚、春⽇丘、寝屋川、布施、桃⾕、⼤⼿前、三国丘
★総合学科︓成城、和泉総合、都島⼯業、⻄野⽥⼯科、今宮⼯科、⼯芸、茨⽊⼯科、藤井寺⼯科、堺⼯科、

佐野⼯科
★⼯業科等︓都島第⼆⼯業、第⼆⼯芸
＊︓令和４年度⼊学⽣から、都島第⼆⼯業は都島⼯業定時制課程総合学科、第⼆⼯芸は⼯芸定時制課程総合学科とし、それぞれ

都島⼯業全⽇制課程、⼯芸全⽇制課程と併置。
また、⻄野⽥⼯科定時制は、令和7度⼊学⽣から募集停⽌し、今宮⼯科⾼校定時制に機能統合する案を、令和5年8⽉教育委員会会議で公表

■夜間に授業を⾏い４年で卒業。定通併修等により、３年で卒業もできる。
■勤労⻘少年に加えて、全⽇制の課程から編・転⼊学をする⽣徒、不登校経験者や
中途退学者、障がいのある⽣徒など、多様な動機や学修歴を持つ⽣徒の⼊学が増えている。

■志願倍率低下による学校の⼩規模化。

◇夜間定時制の課程における第１学年の在籍者数・学校数（５⽉１⽇時点）

在籍者数

◇夜間定時制の課程の志願者数の推移
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１．夜間定時制の課程の状況
◇⼊学時の年齢、勤務状況等
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

４月２日時点で15歳である生徒の割合
会社・工場・商店・病院などで正社員として働いている生徒の割合

(%)

■勤労⻘少年の割合が減少、中学校卒業後すぐに⼊学する⽣徒の割合が増加
■「休む日が多かった」と「ほとんど通っていない」を合わせると48%であり、
中学校では不登校傾向の⽣徒が多い

毎日通っていた
22%

ときどき休んでいた
15%

休む日が多かった
21%

ほとんど通っていない
27%

無回答
15%

（高等学校定時制の課程生徒の生活実態調査より 第１学年の回答）

◇中学校への通学状況（R4）
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１．夜間定時制の課程の状況
◇定時制を選んだ理由（複数回答可）

(%)
成績上の理由で選んだ⽣徒が減少、⾃分のペースで勉強できることから選んだ⽣徒が増加

◇学校の好きなところ（複数回答可）

25.4
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校風が自由である 少⼈数で落ち着く 先⽣の⾯倒⾒がいい ⾊々な年齢の⼈や
経験をした人がいる

自分の受けたい授業がある まだわからない その他

H25 R4

14.8

30.9

24.9

2.0

9.2
6.0

15.0

7.5

14.2

1.7

13.3
14.7

7.5

19.0

25.8

3.2

12.3

6.3

31.7

15.9 16.3

1.6

10.3 8.7

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0
H25 R4

校風が自由であることや少人数であることが肯定的にとらえられている
(%)

（高等学校定時制の課程生徒の生活実態調査より 第１学年の回答）
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２．今後の方向性

Ø 勤労⻘少年の割合が減少し、不登校経験者など多様な⽣徒が⼊学していること
から、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の専門人材と連携した
生徒支援体制のさらなる充実を検討。

Ø 不登校経験者などが、少⼈数であることによって安⼼して学校に通うことができて
いることを踏まえた学習環境の整備を検討。

Ø 学校によっては極端な⼩規模化（１学年１学級募集など）が進んでいる現状
を踏まえた対応の検討が必要。
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○大阪府学校教育審議会規則 

昭和四十三年四月十日 

大阪府教育委員会規則第四号 

改正 昭和四五年四月三日教委規則第四号 

昭和四七年一二月二三日教委規則第一三号 

昭和五一年三月三一日教委規則第六号 

昭和五二年六月一三日教委規則第八号 

昭和五四年一一月五日教委規則第八号 

昭和五六年三月三一日教委規則第二号 

昭和六〇年三月三〇日教委規則第四号 

昭和六〇年一二月二三日教委規則第一一号 

昭和六〇年一二月二三日教委規則第一二号 

昭和六三年四月一日教委規則第二号 

平成四年三月三一日教委規則第八号 

平成一一年三月三一日教委規則第二号 

平成一二年七月四日教委規則第一六号 

平成一八年三月三一日教委規則第四号 

平成一九年三月三〇日教委規則第一一号 

平成二〇年七月三〇日教委規則第一七号 

平成二三年三月二八日教委規則第三号 

平成二四年三月三〇日教委規則第三号 

平成二四年一一月一日教委規則第三五号 

平成二八年三月三一日教委規則第一五号 

令和二年一二月一一日教委規則第一七号 

大阪府学校教育審議会規則をここに公布する。 

大阪府学校教育審議会規則 

（趣旨） 

第一条 この規則は、大阪府附属機関条例（昭和二十七年大阪府条例第三十九号。以下「条例」という。）

第六条の規定に基づき、大阪府学校教育審議会（以下「審議会」という。）の組織、委員及び専門委員（以

下「委員等」という。）の報酬及び費用弁償の額その他審議会に関し必要な事項を定めるものとする。 

（昭六〇教委規則四・平一二教委規則一六・平二四教委規則三・一部改正） 

（職務） 

第二条 審議会は、大阪府教育委員会（以下「委員会」という。）の諮問に応じて、条例別表第一第二号に

掲げる当該担任事務について調査審議し、及びこれらの事項について委員会に意見を述べるものとする。 

（昭五六教委規則二・昭六〇教委規則一二・平二四教委規則三・令二教委規則一七・一部改正） 

（組織） 

第三条 審議会は、委員二十人以内で組織する。 

２ 委員は、学識経験のある者その他適当と認める者のうちから委員会が任命する。 

３ 委員の任期は、二年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（昭六〇教委規則一二・平一二教委規則一六・令二教委規則一七・一部改正） 

（専門委員） 

第四条 専門の事項を調査審議させるため必要があるときは、審議会に専門委員を置くことができる。 

２ 専門委員は、委員会が任命する。 

３ 専門委員は、当該専門の事項に関する調査審議が終了するまでの間在任する。 

（平一二教委規則一六・全改、令二教委規則一七・一部改正） 

（会長） 



第五条 審議会に会長を置く。 

２ 会長は、委員が互選する。 

３ 会長は、会務を総理する。 

４ 会長に事故があるときは、委員のうちから会長があらかじめ指名する者がその職務を代理する。 

（平一二教委規則一六・全改） 

（会議） 

第六条 会長は、審議会の会議を招集し、その議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（昭六〇教委規則四・一部改正、平一二教委規則一六・旧第八条繰上・一部改正） 

（部会） 

第七条 審議会に必要に応じて部会を置くことができる。 

２ 部会に属する委員等は、会長が指名する。 

３ 部会に部会長を置き、会長が指名する委員がこれにあたる。 

４ 部会長は、部会の会務を掌理し、部会における審議の状況及び結果を審議会に報告する。 

５ 前条の規定にかかわらず、審議会は、その定めるところにより、部会の決議をもって審議会の決議とす

ることができる。 

６ 第十条の規定にかかわらず、部会の庶務は、部会における審議事項を担当する所属において行うことが

できる。 

（平一二教委規則一六・追加） 

（報酬） 

第八条 委員等の報酬の額は、日額八千三百円とする。 

（昭四七教委規則一三・昭五一教委規則六・昭五二教委規則八・昭五四教委規則八・昭五六教委規

則二・昭六〇教委規則四・昭六三教委規則二・平四教委規則八・一部改正、平一二教委規則一六・

旧第十条繰上・一部改正、平二四教委規則三・平二八教委規則一五・一部改正） 

（費用弁償） 

第九条 委員等の費用弁償の額は、職員の旅費に関する条例（昭和四十年大阪府条例第三十七号）による指

定職等の職務にある者以外の者の額相当額とする。 

（昭六〇教委規則四・昭六〇教委規則一一・昭六三教委規則二・平一一教委規則二・一部改正、平

一二教委規則一六・旧第十一条繰上・一部改正、平一八教委規則四・平二〇教委規則一七・平二四

教委規則三・一部改正） 

（庶務） 

第十条 審議会の庶務は、大阪府教育庁教育総務企画課において行う。 

（昭五六教委規則二・一部改正、平一二教委規則一六・旧第十三条繰上、平二四教委規則三・旧第

十一条繰上、平二八教委規則一五・一部改正） 

（委任） 

第十一条 この規則に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が定める。 

（昭六〇教委規則四・一部改正、平一二教委規則一六・旧第十四条繰上、平二四教委規則三・旧第

十二条繰上） 

附 則 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

２ 大阪府教育課程審議会規則（昭和二十八年大阪府教育委員会規則第一号）は、廃止する。 

３ 委員等の報酬の額は、平成二十年八月一日から平成二十三年三月三十一日までの間において、第八条第

一項の規定にかかわらず、日額八千八百円とする。 

（平二〇教委規則一七・追加） 

附 則（昭和四五年教委規則第四号） 



この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和四七年教委規則第一三号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和五一年教委規則第六号） 

この規則は、昭和五十一年四月一日から施行する。 

附 則（昭和五二年教委規則第八号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和五四年教委規則第八号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和五六年教委規則第二号） 

この規則は、昭和五十六年四月一日から施行する。 

附 則（昭和六〇年教委規則第四号） 

この規則は、昭和六十年四月一日から施行する。 

附 則（昭和六〇年教委規則第一一号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和六〇年教委規則第一二号）抄 

（施行期日） 

１ この規則は、昭和六十一年一月十二日から施行する。 

附 則（昭和六三年教委規則第二号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成四年教委規則第八号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成四年四月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に委員となっている者の任期については、改正後の大阪府学校教育審議会規則第

六条の規定にかかわらず、平成五年三月三十一日までとする。 

附 則（平成一一年教委規則第二号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成十一年四月一日から施行する。 

（大阪府学校教育審議会等の委員の費用弁償の額の特例に関する規則の廃止） 

２ 大阪府学校教育審議会等の委員の費用弁償の額の特例に関する規則（昭和五十四年大阪府教育委員会規

則第七号）は、廃止する。 

附 則（平成一二年教委規則第一六号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成一八年教委規則第四号） 

この規則は、平成十八年四月一日から施行する。 

附 則（平成一九年教委規則第一一号） 

この規則は、平成十九年四月一日から施行する。 

附 則（平成二〇年教委規則第一七号） 

この規則は、平成二十年八月一日から施行する。 

附 則（平成二三年教委規則第三号） 

この規則は、平成二十三年四月一日から施行する。 

附 則（平成二四年教委規則第三号） 

この規則は、平成二十四年四月一日から施行する。 

附 則（平成二四年教委規則第三五号） 

この規則は、公布の日から施行する。 



附 則（平成二八年教委規則第一五号） 

この規則は、平成二十八年四月一日から施行する。 

附 則（令和二年教委規則第一七号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

 



大阪府学校教育審議会 多様なニーズに応える府立学校のあり方検討部会 運営要綱 

 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、大阪府学校教育審議会規則（昭和 43年大阪府教育委員会規則第４

号。以下「規則」という。）第 11条の規定に基づき、大阪府学校教育審議会（以下、「審議

会」という。）に設置する、多様なニーズに応える府立学校のあり方検討部会（以下、「部

会」という。）に関し、規則に定めるもののほか、必要な事項について定める。 

 

（部会） 

第２条 部会は、大阪府立高校における生徒や保護者のニーズの多様化を踏まえた学習機

会の保障について調査審議する。 

 

（部会長） 

第３条 部会長は、会務を掌理する。 

２ 部会長に事故があるときは、委員等のうちから部会長があらかじめ指名する委員等がそ

の所掌事務を代理する。 

 

（会議） 

第４条 部会の会議は、部会長が招集し、部会長がその議長となる。 

２ 部会は、部会に属する委員等の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 部会の議事は、出席委員等の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

４ 部会長は、部会で決議した事項については、審議会に報告しなければならない。 

 

（庶務） 

第５条 規則第７条第６項に基づき、部会の庶務は、大阪府教育庁教育振興室高校教育改

革課において行う。 

 

（委任） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、部会の運営に関し必要な事項は、部会長が定める。 

 

附 則 

  この要綱は、令和５年８月 29日から施行し、令和５年８月 16日から適用する。 


